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9月 18日 卓話『自分史』
　　　　　　　斎藤修弘会員
9月 25日 卓話『わたしと上尾』
　　　　　　　深澤圭司会員
　　　　　　　（時間変更）

ビジターゲスト
　青少年交換学友
　Jr.カウンセラー長
　　　　　　冨田万央さん
　Jr.カウンセラー
　　　　　　久井愛未さん
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ロータリーに輝きを

会長あいさつ
　皆さん、こんにちは。本日は、青少年交換留学生の経験者・冨田さ
ん、久井さんにおいで頂きました。後ほど、卓和を宜しくお願い致し
ます。
　９月は、青少年のための月間です。今日は、皆さんがご存知の日本
を代表する世界的スーパースター・イチロー選手と本田選手の話をし
たいと思います。２人は、同じ１２歳の時に「夢」と題する作文を書
いています。ご披露したいと思います。

　「夢」鈴木一郎
　僕の夢は、一流のプロ野球選手になることです。そのためには、中
学、高校と全国大会に出て、活躍しなければなりません。活躍出来る
ようになるには、練習が必要です。僕は、その練習には自信がありま
す。僕は、３歳の時から練習を始めています。３歳から７歳までは、
半年くらいやっていましたが、３年生の時から今までは、365日中、
360日は、激しい練習をやっています。
だから、一週間中で友達と遊べる時間は、５時間から６時間です。そ
んなに練習をやっているのだから、必ずプロ野球選手になれると思い
ます。そして、中学、高校でも活躍して高校を卒業してからプロに入
団するつもりです。そして、その球団は、中日ドラゴンズか西武ライ
オンズが夢です。
ドラフト入団で契約金は、１億円以上が目標です。
僕の自信があるのは、投手と打撃です。昨年の夏、僕たちは全国大会
に行きました。そしてほとんどの投手を見てきましたが、自分が№１
投手と確信できるほどです。打撃では、県大会４試合のうちにホーム
ラン３本打ちました。そして、全体を通しての打率は５割８分３厘で
した。このように自分でも納得のいく成績でした。そして、僕たちは
１年間負け知らずで、野球が出来ました。だから、この調子でこれか
らも頑張ります。そして、僕が一流の選手になって試合に出られるよ
うになったら、お世話になった人に、招待券を配って応援をしてもら
うのも夢の一つです。とにかく、一番大きな夢は、プロ野球選手にな
ることです。
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）
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出席　　会員数　　３5　　　出席数　　25
欠席　　欠席数　　10　　　（％）　  71.43
前々回確定　　　　　　　　　欠席数 　  3
修正（％）　 　    91.43 　　   （Ｍ・Ｕ）      9

出席率

　いまは大学に入学したばかりでロータリーの活動に
参加できてなく申し訳ないのですが、先週、パーカー君
が日本に来たときにお迎えに成田に行きわからない点
を通訳したり、去年インド人の方が職業研修で来日した
際に浅草やスカイツリーを案内するというボランティア
をさせていただいたので、自分が留学したという経験は
大きいので、培ったものを最大限に駆使してできること
をこれからしたいと思います。ありがとうございました。
青少年交換学友　Jr.カウンセラー長　冨田万央さん
　はじめまして。2012-13
年度、川口北RCさんスポ
ンサーのもとフィンランドに
派遣させていただきました
冨田万央と申します。
　まず私はフィンランドの
首都ヘルシンキから少し北に行ったラフティという街と
、ホッロラという街に留学させていただきました。フィン
ランドといったら寒くてサンタクロースがいるイメージだ
と思いますが、まさにその通りで冬はマイナス40度にな
る日もあります。そのほか森と湖がたくさんあり、セカン
ドホストファミリーの家が森の中にあったのですが、夜
道に迷って電話した際に、近くに湖があると言ったら、こ
のあたりは湖が３つあるからどの湖かわからないよと言
われるくらいでした。自然に囲まれた空気がきれいない
い国ですが、外国人にとっては大変な国でした。
　私は３つのホストファミリーを回ったのですが、１つ
目はスウェーデン語を話すホストファミリーでびっくりし
ました。そちらの家族もホストファミリーをするのが初め
てで、私もホームステイが初めてだったので、お互いに
わかりあえない思いをしましたが、それはそれでどのよ
うにコミュニケーションをとるかいい経験になった３ヶ
月間でした。
　セカンドホストファミリーは、ホストファザーが私のカ
ウンセラーを務めていたので馴染みやすく、４人の子供
も同年代でバランスが良く、悩んだときは相談したり、一
緒に遊びながらフィンランド語を習得しました。クリスマ
スやお正月などフィンランド人が大切にしている行事も
この家族と一緒に過ごしたので、いちばん思い出に残っ
ています。
　第３ホストファミリーは大人しかいなくて、セカンドホ
ストファミリーとはギャップがあり戸惑ったのですが、大
人から学べることが多く、勉強になりました。フィンラン

ドで５番目に頭がいいと言われている学校に通っていた
のですが、政治家や医者の子供が多く、価値観が異なり、
カルチャーショックを受けたのですがいろいろな話が
聞けました。日本語を話せる友達も多く、留学生活を楽
しめました。ヨーロッパに留学したので、９カ国のユーロ
ツアーにも連れていってくれて充実した１年間を過ごし
ました。たくさんの日本とフィンランドのロータリアンに
感謝の気持ちがあるので、帰国後半年は受験のためお
休みさせていただきましたが、今春から青少年交換学
友として活動をはじめ、本年度はJr.カウンセラー長とい
う役職をいただきました。
　少しJr.カウンセラーについてお話しさせていただこう
と思います。Jr.カウンセラーの制度は例年あるのですが
本年度は少し制度が変わり、前年度までは１人留学生
に対し１人のローテックス（青少年交換学友）が担当し、
留学生のメンタルケアをしていました。ですが今回から
複数人の留学生に対し１～２人くらいのローテックスが
担当することに制度が変更されました。最初の３ヶ月ほ
どは留学生にとっていちばん気持ちが不安定な時期に
なりますので問題がおきた場合に、ホストロータリーク
ラブやホストファミリーの仲介役にJr.カウンセラーが行
います。この際Jr.カウンセラーは中立な立場で問題解
決に取り組み、ロータリアンとホストファミリーの窓口に
なるようにしています。最近はどのクラブでもホストファ
ミリーが減ってしまっているという話を聞くので、今回は
久井愛未さんがパーカー君のJr.カウンセラーを担当し
てくださっていますが、私か久井さんのどちらかがいつ
でも連絡を受けられる状態にいますので、安心してホス
トファミリーになっていただけたらと思います。以上です。
ありがとうございました。
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幹　事　報　告
久保田　勲幹事

　◆会員増強維持委員会
から毎月各クラブの会員数
の速報をいただいており、
今月もいただいていますが
上尾RCはまだ入会はあり
ませんので、増強に向けて
頑張っていきたいと思います。
◆RLI運営委員会より、RLI パートⅡの案内が来てい
ます。こちらは私と藤村副幹事が出席予定となっていま
す。
◆職業奉仕部門セミナーが10月17日開催ということで
案内が来ています。こちらは須田会員と部門委員長が出
席予定です。
◆青少年交換スポンサー補助金の振込手続きを完了し
たと、地区青少年交換委員会・大塚崇行委員長から報
告がきています。
◆米山記念奨学部門からカウンセラーの研修会につい
て、大塚信郎パストガバナーにご案内させていただいて
います。
◆今月のガバナー月信には、地区青少年交換委員会・
大塚崇行委員長、地区社会奉仕部門・尾花部門委員長
が掲載されていますのでご一読のほどお願いいたしま
す。
◆先月、会員増強及び拡大月間ということで急遽会長
がどんどん皆さんにご協力願えればということで本日の
資料の中に「新会員紹介シート」を配らせていただいて
います。必ず３名を記入いただいて会員増強につなげら
れればと思います。よろしくお願いいたします。
 

に感謝できない人間ではしょうがない。私たちが通
ったバッティングセンターの社長が、一郎の為に、
特別早いボールが出るマシンを用意してくれること
もありました。そういう方々のおかげで、今の一郎
があるのだと、一郎自身も分かっていると思います。
と語っています。このように青少年の育成には、我
々大人が様々な場面で子供たちに手を差し伸べるこ
とが大切です。ロータリーの活動で言いますと、青
少年交換事業や米山奨学生の受け入れがあたると思
います。皆さんのより一層のご協力をお願いしまし
て会長挨拶と致します。

　　「将来の夢」本田圭祐
　僕は大人になったら、世界一のサッカー選手にな
りたい　というよりなる。
世界一になるには、世界一練習しないとダメだ。だ
から、いま僕は、頑張っている。今は、ヘタだけど
頑張って必ず世界一になる。そして、世界一になっ
たら大金持ちになって親孝行する。Ｗカップで有名
になって、僕は海外から呼ばれてヨーロッパのセリ
エＡに入団します。そして、レギュラーになって１
０番で活躍します。１年間の給料は、４０億円はほ
しいです。プーマと契約してスパイクやジャンパー
を作り、世界中の人がこの僕が作ったスパイクやジ
ャンパーを買って行ってくれることを夢見ている。
一方、世界中のみんなが注目し、世界中で一番さわ
ぐ４年に一度のｗカップに出場します。セリエＡで
活躍している僕は、日本に帰りミーティングをし、
１０番をもらってチームの看板です。ブラジルと決
勝戦をして２対１でブラジルを破りたいです。この
得点も兄と力を合わせ、世界の強豪をうまくかわし、
いいパスを出し合って得点を入れることが僕の夢です。

というように両者とも１２歳の少年が書いた作文と
は思えない内容で、ＰＤＣＡ（plan―do―check-
act）が見事に凝縮されています。両者共に将来の
自分の姿を明確にイメージして、そのゴールから逆
算して書かれた具体的な作文です。プロ野球選手に
なりたい、サッカー選手になりたいと書いた男子は
結構多いと思いますが、ここまで自らの現状をしっ
かりと把握、分析して将来を見据えた文章を書いた
人は、そう多くないと思います。自分自身の作文を
思い出してみますと当時憧れていた中日ドラゴンズ
の鈴木孝政投手のような投手になりたいで終わって
いたと記憶しています。二人とも具体性はもちろん
ですが、人にやらされるのではなく、自らやるとい
う感覚がハンパではないということです。
これから将来を担う青少年達には大きな夢を持ち、
具体的に逆算した計画を立てて欲しいと思います。
また、イチローの父、鈴木宣之氏のコメントでは、
子供が夢を見つける最初のきっかけは、親が与える
ものだと思います。もし、一郎がサッカーをやりた
いと言っていたら、私も一緒にボールを蹴っていた
でしょう。
人は、一人で生きているわけではないんだと、いつ
も言い聞かせていました。野球がうまくても、周囲
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米山功労者表彰

島村　健会員

　先ほど齋藤会長あいさつ
でお話しがあったように今
月は「青少年のための月間」
になります。ということで留
学経験をしてきたお二人に
来ていただいて卓話をして
いただきます。今年度、上尾RCとしては、私が青少年交換
委員会の委員長をしていますが、大塚信郎パストガバナー
が部門の担当諮問とし、また樋口会員が同委員会の委員
に出向していただいおり、計３名が地区の青少年交換委員
会に深くかかわっていることになります。そして島村パスト
会長の娘さん・江里香さんがいまアメリカ・フロリダ州に派
遣されており、逆にフロリダからパーカー君が来日してい
ます。委員長として深くかかわりながら、また当事者として
パーカー君を１年間みていきたいと思いますので、皆様に
はホストファミリーの件などご協力をいただき交流を深め
ていただければなと思います。それではお二方にお話しを
お願いします。

例　会　主　題　

地区青少年交換委員会　大塚崇行委員長
青少年交換について

　皆様、お久しぶりです。
2011-12年度、上尾RCさ
んのスポンサーでアメリカ
合衆国・インディアナ州に
派遣されました久井愛未
です。今までも何度かお話
しさせていただいたことがあるのですが簡単に留学経
験をお話しいたします。
　まず私の近況ですが、この留学が大きな起点となりこ
の春、上智大学の教育学科に合格することができました。

青少年交換学友　Jr.カウンセラー　久井愛未さん

皆さまのご協力のおかげだと思います。ありがとうござ
います。教育専攻ということなので今日の留学の話は教
育的観点を踏まえてお話しいたします。まずインディア
ナ州はアメリカ中西部のシカゴの少し南側にある州で、
マイケルジャクソンが生まれた州でもあります。日本と同
じように四季があります。私が通っていた高校はちょっ
と日本と違っているのでご紹介いたします。留学生の私
は自由に選択科目を選ぶことができ、ジェスチャーなど
体を動かして友達とつながりあえる科目を選択しました。
四年制の高校といっても授業によっては学年は関係な
く勉強することができ、日本のように先輩後輩の厳しい
関係はなくて、みんなで同じ目的に対して学んでいこう
という姿勢が強いです。ここで選択した体育の授業では
驚いたことがいくつかありました。授業は体育館で行う
のではなく、スクールバスで郊外に移動し、ボーリング場
やゴルフ場に行きました。体育館で行う授業ではアーチ
ェリーやフロアホッケーといったアメリカでは人気のス
ポーツでした。いちばん驚いたのは種目に限らず、授業
風景で「アメリカだなぁ」と思ったのは、例えばグラウン
ド３周と先生が言っても内容はウォーキングでした。日
本では体力をつけなければいけないとか、集団規律を
重んじますが、アメリカはそのようなことは気にしないよ
うでした。
　日本の部活動は学生生活ずっと同じスポーツに打ち
込みますが、アメリカではシーズンごとに短期間で変え
ることができます。私は授業の一環にあったショークワ
イア（コーラスとダンスを融合させたパフォーマンス）が
授業の延長上に放課後にもあったので１年間取り組み
ました。現在日本だと小学校などでダンスの必修化が
進められてきていますが、それは表現力やコミュニケー
ション能力を高める狙いがあるのでしょうから、例えば
ショークワイアを授業に取り入れたら教育がかわるかも
と思って、それが上智大学の教育学科に入ろうと思った
きっかけにもなっています。
　これまで留学経験を紹介しましたが、いま大学で学ん
でいることとあわせて考えて思っていることは、例えば日
本の教育は受験のための教育で、日本の学生は個性が
失われつつあるのではないかなと感じています。逆にア
メリカは一人ひとりが自分に自信をもっていてみんなと
違うことを喜びに感じ、個性を強化した教育がなされて
いると感じます。
　現在、教育の国際化が叫ばれていて、いま現在の私
には解決策はわかりませんが、大学でつきつめていきた
いなと考えています。


